
 

【導入】 
 
「こんなのずるいよ、絶対におかしい！」 
「あんなに頑張ったのに、志望校に受からなかった！」 
 
（間） 
 
これは、高校受験を終えたばかりの、ある生徒の言葉です。 
 
彼は、試験本番のペーパーテストでは良い点数をとったのに、志望校に落ちてし

まったのです。 
では、どうしてこの生徒は落ちてしまったのでしょうか。 
 
それは、「内申点」という制度が原因でした。 
彼は、内申点を上げるために、たくさんの努力をしました。 
授業をちゃんと受け、先生に何回も質問までした・・・ 
 
それなのに、彼の内申点は希望するほどまでは、一向に上がらなかった。 
そして、志望校に落ちるという最悪の結果をもたらしてしまったのです！ 
 
 
本弁論では、高校入試における内申点制度の問題点を指摘し、その解決策を訴えま

す！！ 
 
 
＜＜間・ゆっくり＞＞ 
 
【現状】 
まず高校入試の際、志望校には調査書を提出します。 
その中には、中学校での諸活動と内申点が記されています。 
諸活動には、例えば部活でキャプテンを務めたり、生徒会活動を行ったことなどが

記載されているのです。 
 
内申点とは、生徒の教科ごとの成績を点数で表したものを指します。 
具体的には国語、数学、英語、理科、社会の主要5教科に、音楽、体育、技術・家庭

科、そして美術の4教科を含めた合計9教科の成績を１～５の５段階で表します。 
 
そして定期試験の点数に加え、生徒の授業態度といった、試験の点数だけでは測る

ことのできない観点からも、成績を評価しています。 
 
しかし、一見素晴らしいこの内申点制度にも問題があります！ 



 

ひとつめに、内申点は教師の主観によって判断しなければならない部分が多くあ

り、生徒がいくら努力しても、公平に評価されるとは限らないということ。 
もうひとつは、教師間や学校間に評価のしかたや点数の甘さ・厳しさの「差」があ

るということです。 
 
 
こうした、内申点の基準のあいまいさによって、内申点は不公平な格差が生じうる

ものになっているのです。 
つまり、その内申点を用いた入試は、公平なものとは言えないのです。 
 
 
そして、高校など教育を行う側も内申点の公平性について疑問を抱いています。 
例えば、大阪府のある高校は「内申点は中学校の先生の主観が入っているため合否

の判断材料に使うことはできない」との懸念を示しています。 
さらに、大阪府教育委員会までもが、今の内申点制度に不公平が存在するとの認識

を示しているのです。 
 
 
このような不公平な内申点も、高校入試の際には、ペーパーテストと同じく、選考

の対象になっています。 
例えば、東京都では筆記試験700点、内申点300点の合計1000点満点で合否が決めら

れ、内申点の割合は全体の3割を占めます。 
また愛知県では、筆記試験110点、内申点90点の合計200点満点で合否が決められ、

内申点が全体の4割前後を占めています。 
このように、内申点は高校入試において、決して少なくない配点を持つことがあり

ます。 
そして、ほとんどの高校の入試では内申点が合否の判定に利用されています。 
そのため、生徒は内申点を無視できず、使わないという選択もできないのです。 
 
 
 
すなわち、内申点制度という、評価基準が教師ごとに異なる曖昧な制度が、入試の

判断材料に使われてしまっているのです！ 
 
 
【問題点】 
 
たしかに学校は、学力だけでなく、集団生活などの社会性を身に着ける場所でもあ

ります。 
そのため、入試の段階において、社会性を測ろうとすることは当然のことといえま

す。 
しかし、授業態度や意欲を評価している現行の内申点制度は、評価基準が不明瞭で



 

あるため、生徒の実力を正確には測れていないのです。 
そのような基準を用いた入試は公平なものとはいえません。 
高校入試という今後の人生を大きく左右する場面において、明らかな不公平が生じ

ているというのは、許されることなのでしょうか。 
実力では基準を満たしているのに、望んだ高校に合格できない。これは、本来得ら

れたはずの環境を得ることができないということです。 
このような事態が起こりうる状況は、改善されなければなりません。 
 
【理念】 
明確な評価基準を基に行われる、公平な高校入試の実現。 
これこそが、あるべき入試の在り方だと、私は考えます。 
この理想の入試を実現するためには、生徒の実力が、直接反映される形での評価基

準が必要です。 
そうすると、入試において、公平な基準を元に合否が判断されることになります。 
どれだけ努力しても成績が良くならない。 
実力は十分なのに望んだ高校に合格できない。 
このような不条理さに左右されず、生徒自らの実力をもって人生を切り開いていく

ことができるようになるのです。 
 
 
【原因】 
ではなぜ内申点を利用した入試は行われているのでしょうか。 
それは大きく分けて2つの利点があると考えられているからです。 
 
1点目は、内申点を用いることで、入試に、生徒の普段の様子・人物の評価を組み込

むことができるということです。 
実際に文科省の学習指導要領では、「生徒の平素の学習状況」や、「学力検査で把

握できない学力」を評価することを、内申点の趣旨としています。 
 
2点目は、内申点を入試に用いることで学力の不足を補うことができるということで

す。 
普段どのように授業に取り組んでいるか。これらは内申点でしか判断が難しい要素

です。 
従来の内申点制度があれば、授業に積極的に参加したり、高い意欲をもって学習に

取り組んだ生徒は、学力の不足を補うことができます。 
 
つまり、内申点制度がなければ、学力のみで評価を受けることになってしまうので

す。 
 
以上2点が内申点を利用した入試が行われている主な理由といえます。 
 
＜＜間10秒・ゆっくり＞＞ 



 

 
【主張・プラン】 
それでも、私は内申点を入試に用いるべきではないと考えます。 
確かに、内申点の入試での利用は学力以外の側面を見る方法ではあります。 
しかし、その評価はあくまで教師の主観を含み、教師間や学校間でも格差のある、

決して公平なものではありません。 
そのため、内申点を用いた入試では正しく学力以外の側面を見ることもできない。 
そういった評価を公平性の求められる入試において用いるべきではありません。 
 
 
以上の事を踏まえ、私の提案は一つ。 
それは高校の一般入試において、内申点を利用しないことです。 
こうすることで、あくまで公平に入試を行うことができます。 
一方で推薦入試といった特別な入試に配慮し、中学校での内申点の評価自体は残す

こととします。 
学力以外の普段の様子を入試において加味したい高校は　内申点を利用した推薦入

試を行います。 
こうすることで、学力ではない部分で強みを持つ生徒は　そちらを利用することを

自らの意志で選択できるようになるのです。 
 
 
 
 
 
 
【締め】 
 
冒頭で紹介した生徒「なぐら・かいし少年」は、あとわずかに点数が足りず、志望

校に落ちてしまいました。 
 
内申点さえなければ、彼は自分の実力だけで入試に取り組めたかもしれない。 
そして、入試結果も変わったかもしれない。 
 
（間） 
 
内申点による、わずか 
「 一  　点 　 の 　格    差  」で、 
涙を落とす生徒がもうこれ以上でてこないように・・・ 
 
（間） 
 
そんな世界の実現を願って、、、本弁論を終了いたします。 



 

 
ご清聴ありがとうございました。 
 
 
 
 


